
代
表
者
　
東
仙
道
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
長
　
野
村
達
也
　
氏

【
や
る
気
会
】

号予告次
秋号

　次号は、日常的に様々な人々が利用し、
多くの人の目に触れる道路や河川等の公
共施設について取り上げる予定です。公
共施設は、建築物や広告物等とともに、
景観を構成する重要な要素の一つです。

▲クリスマスツリー

▲一夜城

　

良
い
景
観
と
は
、
将
来
ず
っ
と
心
に
残
る
景
色
で
す
。
益

田
市
に
は
昔
な
が
ら
の
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
帰
っ
て
き
た
と
き
に
懐
か
し
め
る
よ

う
な
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
つ
山
は
、
名
前
の
と
お
り
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
余
り
の

同
形
・
同
高
の
四
つ
の
山
が
東
西
に
並
ん
だ
も
の
で
、
地
域

の
象
徴
と
し
て
古
く
か
ら
里
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

世
に
山
城
が
あ
っ
た
四
つ
山
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
、
電
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
一
夜
城
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
数
年
前
は
、
四
つ
山
の
中
間
で
竹
を
切
っ
て
山

の
上
ま
で
運
び
、
城
の
枠
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、

安
全
面
を
考
え
直
し
、
鉄
パ
イ
プ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら
帰
っ
て
き
た
人
が
見
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
お
盆
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
月
に
里
帰
り
す
る
人
に
向
け
て
、
巨
大
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
作
製
も
し
て
い
ま
す
。
東
仙
道
小
学
校
に
あ

る
約
二
十
三
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
に
電
球
二
百
個
を

巻
き
つ
け
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
里
帰

り
す
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
も
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
者
　
お
お
つ
か
農
協
組
合
長
　
大
畑
軍
人
　
氏

【
大
塚
緑
の
少
年
団
】

　

中
島
町
大
塚
地
区
で
は
、
約
四
十
年
前
に
松
食
い

虫
の
被
害
を
受
け
て
松
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

松
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
大
塚
緑
の
少

年
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
抵
抗
性
ク

ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
約
二
千
本
植
樹
し
ま
し
た
。
全
て

の
ク
ロ
マ
ツ
に
水
を
与
え
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

毎
年
継
続
し
て
植
樹
す
る
こ
と
で
、
今
で
は
約
一
万

二
千
本
の
松
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
が
育
つ
の
と
並
行
し
て
松
林
の
地
中
に

松
露
（
キ
ノ
コ
）
も
で
き
ま
し
た
。
自
然
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
も
伝
え
、
松
林
の
整
備
を
引
き
継
ぐ
こ

と
で
、
将
来
は
、
松
露
祭
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
幅
広
い
自
然
に
触
れ
て

も
ら
い
、
大
塚
地
区
の
自
然
を
守
っ
て
く
れ
る
後
継

者
を
つ
く
る
た
め
に
、
地
引
網
体
験
学
習
や
海
岸
の

美
化
、
間
伐
材
丸
太
切
り
、
花
壇
整
備
、
ア
ル
ミ
缶

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活

動
を
通
し
て
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流
す
る
機
会
も

増
え
、
地
域
の
ま
と
ま
り
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▲間伐材丸太切りの様子

▲植林の様子

ご自由に

お取りください。
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表紙の写真

　この写真は益田市中垣内町の風景です。中

垣内町には棚田百選に選ばれた綺麗な棚田が

あります。一つ一つの田んぼは小規模ですが、

それらが重なることで美しい棚田景観を創出

しています。また、棚田を見守るように赤瓦

屋根の家が点在しており、自然と調和のとれ

た景観となっています。

　益田市中垣内町

「集落と棚田」

表紙を飾る益田の風景は、近

畿大学都市計画研究室が撮影

したものです。雄大な自然、

赤瓦によってつくられる景観

は私たちに日本の原風景を連

想させてくれます。

特
集

知
り
た
い
！
益
田
市
の
取
り
組
み

　
・
景
観
計
画
作
成
チ
ー
ム
に
つ
い
て

景
観
を
支
え
る
建
造
物

連
載

景
観
を
支
え
る
人
た
ち

　
・
や
る
気
会

　
・
大
塚
緑
の
少
年
団

景
観
塾

　
・
景
観
重
要
建
造
物
と
は

景
観
を
支
え
る
建
造
物



　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
物
語
る
建
造
物
な
ど
は
、
個
性
豊
か
な
都
市
景
観

の
形
成
に
欠
か
せ
な
い
、
大
切
な
景
観
資
源
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
益

田
市
独
自
の
景
観
の
核
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
建
造
物
を
紹
介
し
ま
す
。
　

景 

観
塾

　

景
観
重
要
建
造
物
は
、
景
観
法
施
行

規
則
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
、
景

観
行
政
団
体
の
長
が
指
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
景
観
計
画
の
「
景
観
重
要
建
造

物
の
指
定
の
方
針
」
に
沿
っ
て
指
定
さ

れ
ま
す
。

　

基
準
の
ひ
と
つ
に
は
、
「
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
か
ら
み
て
、
建
造

物
の
外
観
が
景
観
上
の
特
徴
を
有
し
、

景
観
計
画
区
域
内
の
良
好
な
景
観
の
形

成
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

生
活
等
の
地
域
の
景
観
上
の
特
徴
を
、

外
観
に
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
建
造
物

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
建
造
物
の

外
観
が
、
景
観
計
画
区
域
に
お
い
て
、

良
好
な
景
観
の
形
成
を
推
進
す
る
上
で

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
そ
の
建
造

物
自
体
の
歴
史
的
価
値
や
文
化
的
価
値

を
問
う
趣
旨
で
は
な
い
と
い
う
点
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
歴
史
的
な
様
式
を
継
承

し
た
新
し
い
建
造
物
を
指
定
す
る
こ
と

や
、
新
た
な
都
市
文
化
を
創
造
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
地
域
で
は
、
そ
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
建
造
物
を
指
定
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
基
準
で
あ
る
「
道
路

そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
公
衆
に

よ
っ
て
容
易
に
望
見
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
」
と
は
、
地
域
の
景
観
上
の
重

要
性
か
ら
み
て
、
所
有
者
や
そ
の
他
の

限
定
さ
れ
た
人
だ
け
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
建
造
物
を
指
定
す
る
こ
と
は
、

不
適
切
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。 

　

ま
た
、
景
観
法
で
は
、
建
造
物
の
敷

地
、
建
造
物
周
辺
の
燈
篭
、
敷
石
、
石

垣
、
付
属
す
る
庭
園
等
が
当
該
建
造
物

と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
を
形
成

し
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
も
、
景
観

重
要
建
造
物
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

左
の
写
真
は
景
観
重
要
建
造
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
建
物
の
一
例
で
す
。
兵

庫
県
伊
丹
市
の
長
寿
蔵
は
、
伊
丹
郷
町

内
で
も
ほ
と
ん
ど
残
り
少
な
い
伝
統
的

な
酒
蔵
の
建
物
が
、
活
用
さ
れ
な
が
ら

残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
事
例
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
活
用
方
法
が
成
功
し
て
い

る
点
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

白雪ブルワリービレッジ長寿蔵
（兵庫県伊丹市）

景
観
を
支
え
る
建
造
物

景
観
重
要
建
造
物（
景
観
法
運
用
指
針
よ
り
抜
粋
）

「
美
し
く
風
格
の
あ
る
国
土
の
形
成
」「
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の

創
造
」「
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
る
景
観
法
の
内
容
か
ら
今
回
は
重
要
建
造
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１

歴
史
民
俗
資
料
館

　

正
面
の
車
寄
せ
か
ら
前

後
左
右
に
突
出
す
る
入
母

屋
造
の
翼
屋
が
付
く
平
面

構
成
は
、
大
正
期
の
役
場

建
築
の
特
徴
を
示
し
て
い

る
。
警
察
署
、
総
合
事
務

所
を
経
て
、
資
料
館
と
な
っ

た
今
で
は
登
録
文
化
財
と

し
て
歴
史
的
景
観
に
寄
与

し
て
い
る
。

３

萬
福
寺

　

鎌
倉
時
代
の
様
式

を
残
す
本
堂
は
、
左

右
対
称
で
あ
り
、
反
っ

た
屋
根
が
特
徴
的
で

あ
る
。
現
在
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

特
集

２

染
羽
天
石
勝
神
社

　

本
殿
は
三
間
社
流
造
で
、

三
間×

三
間
の
身
舎
の
前

に
奥
行
き
一
間
の
吹
放
し

板
張
り
の
庇
床
を
設
け
、

両
側
の
み
に
高
欄
付
の
縁

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構

造
は
と
て
も
珍
し
い
も
の

で
あ
る
。

５

高
津
柿
本
神
社

　

津
和
野
藩
主
亀
井
茲
親

に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
築

さ
れ
た
拝
殿
は
津
和
野
城

か
ら
参
拝
で
き
る
よ
う
に

津
和
野
の
方
向
へ
向
い
て

い
る
。
ど
っ
し
り
と
し
た

風
格
の
入
母
屋
造
の
本
殿

は
県
建
造
物
文
化
財
で
あ

る
。

　
七
月
二
十
五
日
に
景
観
計
画
作
成
チ
ー
ム
の
第
一
回
目
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

景
観
計
画
作
成
チ
ー
ム
は
、「
益
田
市
景
観
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
目
線
で

考
え
て
い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
チ
ー
ム
は
、
建
築
や
美
術
、
観
光
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
各
分
野
の
専
門
家
十
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
会
議
で
は
、
景
観
計
画
策
定
の
趣
旨
・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
作
成

作
業
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
会
議
中
は
、
景
観
計
画
や
地
域
の
景
観

そ
の
も
の
に
対
す
る
意
見
・
質
問
な
ど
が
相
次
ぎ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
以
降
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
意

見
抽
出
を
行
い
、
景
観
計
画
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

知りたい！益田市の取り組み

景観計画作成チーム
　　　　　　　について

美
濃
地
屋
敷

　

茅
葺
の
母
屋
を
は
じ
め
、

勘
場
、
牛
舎
、
養
蚕
室
、

二
階
蔵
を
有
し
、
配
置
の

構
成
、
屋
根
の
大
き
さ
や

高
さ
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
お
り
、
厳
格
さ

と
共
に
優
美
さ
を
併
せ

持
っ
て
い
る
。
冬
の
銀
世

界
で
は
赤
茶
の
瓦
が
映
え

る
。

11

秦
記
念
館

　

石
垣
と
板
張
り
壁
で
つ

く
ら
れ
た
長
屋
門
は
、
益

田
の
中
で
も
数
少
な
い
景

観
で
あ
る
。

12

ほ
の
ぼ
の

      

ハ
ウ
ス
み
と

　

外
観
は
、
中
央
に
モ
ル

タ
ル
塗
り
の
玄
関
、
両
翼

に
下
見
板
張
り
の
水
色
掛

か
っ
た
壁
面
を
も
つ
、
左

右
対
称
の
構
成
を
し
て
い

る
。
洋
風
で
モ
ダ
ン
な
細

部
と
赤
瓦
の
小
さ
な
屋
根

が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。

９

12

９

13

グ
ラ
ン
ト
ワ

　

屋
根
と
外
壁
を
覆
う
二

十
八
万
枚
の
赤
瓦
は
、
天

候
や
時
間
に
よ
っ
て
様
々

な
表
情
を
見
せ
る
。
光
の

角
度
に
よ
っ
て
は
金
色
に

輝
き
、
青
空
が
広
が
れ
ば

薄
い
青
色
に
変
わ
る
。

13

11

１３ ２

５

４

安
富
橋

　

赤
い
橋
は
華
美
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
が
、
安
富
橋

の
赤
は
存
在
感
を
主

張
し
な
が
ら
も
周
囲

の
景
観
に
溶
け
込
ん

で
い
る
。

４

６

市
民
学
習

　
　
セ
ン
タ
ー

　

屋
根
全
体
が
赤
瓦
で
あ

る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

周
辺
の
景
観
を
崩
す
こ
と

な
く
、
白
壁
と
赤
瓦
屋
根

の
調
和
が
上
手
く
と
れ
た

建
物
で
あ
る
。

６

７　

県
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
風
格
の
あ

る
医
光
寺
総
門
。

屋
根
の
中
央
部
分

よ
り
、
左
右
が
一

段
下
が
っ
た
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

医
光
寺
総
門

10

旧
中
原
酒
造

　

格
子
窓
の
素
材
、
漆
喰

の
壁
面
、
瓦
屋
根
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
調
和
が
こ
の
建

物
の
魅
力
で
あ
る
。
か
つ

て
の
ま
ち
な
み
を
思
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る
価
値
あ

る
建
築
で
あ
る
。

10

７８

８　

医
光
寺
総
門
を

く
ぐ
っ
て
中
へ
進

む
と
趣
き
の
あ
る

本
堂
が
ど
っ
し
り

と
構
え
て
い
る
。

医
光
寺



　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
物
語
る
建
造
物
な
ど
は
、
個
性
豊
か
な
都
市
景
観

の
形
成
に
欠
か
せ
な
い
、
大
切
な
景
観
資
源
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
益

田
市
独
自
の
景
観
の
核
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
建
造
物
を
紹
介
し
ま
す
。
　

景 

観
塾

　

景
観
重
要
建
造
物
は
、
景
観
法
施
行

規
則
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
、
景

観
行
政
団
体
の
長
が
指
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
景
観
計
画
の
「
景
観
重
要
建
造

物
の
指
定
の
方
針
」
に
沿
っ
て
指
定
さ

れ
ま
す
。

　

基
準
の
ひ
と
つ
に
は
、
「
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
か
ら
み
て
、
建
造

物
の
外
観
が
景
観
上
の
特
徴
を
有
し
、

景
観
計
画
区
域
内
の
良
好
な
景
観
の
形

成
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

生
活
等
の
地
域
の
景
観
上
の
特
徴
を
、

外
観
に
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
建
造
物

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
建
造
物
の

外
観
が
、
景
観
計
画
区
域
に
お
い
て
、

良
好
な
景
観
の
形
成
を
推
進
す
る
上
で

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
そ
の
建
造

物
自
体
の
歴
史
的
価
値
や
文
化
的
価
値

を
問
う
趣
旨
で
は
な
い
と
い
う
点
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
歴
史
的
な
様
式
を
継
承

し
た
新
し
い
建
造
物
を
指
定
す
る
こ
と

や
、
新
た
な
都
市
文
化
を
創
造
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
地
域
で
は
、
そ
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
建
造
物
を
指
定
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
基
準
で
あ
る
「
道
路

そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
公
衆
に

よ
っ
て
容
易
に
望
見
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
」
と
は
、
地
域
の
景
観
上
の
重

要
性
か
ら
み
て
、
所
有
者
や
そ
の
他
の

限
定
さ
れ
た
人
だ
け
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
建
造
物
を
指
定
す
る
こ
と
は
、

不
適
切
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。 

　

ま
た
、
景
観
法
で
は
、
建
造
物
の
敷

地
、
建
造
物
周
辺
の
燈
篭
、
敷
石
、
石

垣
、
付
属
す
る
庭
園
等
が
当
該
建
造
物

と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
を
形
成

し
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
も
、
景
観

重
要
建
造
物
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

左
の
写
真
は
景
観
重
要
建
造
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
建
物
の
一
例
で
す
。
兵

庫
県
伊
丹
市
の
長
寿
蔵
は
、
伊
丹
郷
町

内
で
も
ほ
と
ん
ど
残
り
少
な
い
伝
統
的

な
酒
蔵
の
建
物
が
、
活
用
さ
れ
な
が
ら

残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
事
例
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
活
用
方
法
が
成
功
し
て
い

る
点
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

白雪ブルワリービレッジ長寿蔵
（兵庫県伊丹市）

景
観
を
支
え
る
建
造
物

景
観
重
要
建
造
物（
景
観
法
運
用
指
針
よ
り
抜
粋
）

「
美
し
く
風
格
の
あ
る
国
土
の
形
成
」「
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の

創
造
」「
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
る
景
観
法
の
内
容
か
ら
今
回
は
重
要
建
造
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１

歴
史
民
俗
資
料
館

　

正
面
の
車
寄
せ
か
ら
前

後
左
右
に
突
出
す
る
入
母

屋
造
の
翼
屋
が
付
く
平
面

構
成
は
、
大
正
期
の
役
場

建
築
の
特
徴
を
示
し
て
い

る
。
警
察
署
、
総
合
事
務

所
を
経
て
、
資
料
館
と
な
っ

た
今
で
は
登
録
文
化
財
と

し
て
歴
史
的
景
観
に
寄
与

し
て
い
る
。

３

萬
福
寺

　

鎌
倉
時
代
の
様
式

を
残
す
本
堂
は
、
左

右
対
称
で
あ
り
、
反
っ

た
屋
根
が
特
徴
的
で

あ
る
。
現
在
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

特
集

２

染
羽
天
石
勝
神
社

　

本
殿
は
三
間
社
流
造
で
、

三
間×

三
間
の
身
舎
の
前

に
奥
行
き
一
間
の
吹
放
し

板
張
り
の
庇
床
を
設
け
、

両
側
の
み
に
高
欄
付
の
縁

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構

造
は
と
て
も
珍
し
い
も
の

で
あ
る
。

５

高
津
柿
本
神
社

　

津
和
野
藩
主
亀
井
茲
親

に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
築

さ
れ
た
拝
殿
は
津
和
野
城

か
ら
参
拝
で
き
る
よ
う
に

津
和
野
の
方
向
へ
向
い
て

い
る
。
ど
っ
し
り
と
し
た

風
格
の
入
母
屋
造
の
本
殿

は
県
建
造
物
文
化
財
で
あ

る
。

　
七
月
二
十
五
日
に
景
観
計
画
作
成
チ
ー
ム
の
第
一
回
目
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

景
観
計
画
作
成
チ
ー
ム
は
、「
益
田
市
景
観
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
目
線
で

考
え
て
い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
チ
ー
ム
は
、
建
築
や
美
術
、
観
光
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
各
分
野
の
専
門
家
十
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
会
議
で
は
、
景
観
計
画
策
定
の
趣
旨
・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
作
成

作
業
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
会
議
中
は
、
景
観
計
画
や
地
域
の
景
観

そ
の
も
の
に
対
す
る
意
見
・
質
問
な
ど
が
相
次
ぎ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
以
降
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
意

見
抽
出
を
行
い
、
景
観
計
画
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

知りたい！益田市の取り組み

景観計画作成チーム
　　　　　　　について

美
濃
地
屋
敷

　

茅
葺
の
母
屋
を
は
じ
め
、

勘
場
、
牛
舎
、
養
蚕
室
、

二
階
蔵
を
有
し
、
配
置
の

構
成
、
屋
根
の
大
き
さ
や

高
さ
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
お
り
、
厳
格
さ

と
共
に
優
美
さ
を
併
せ

持
っ
て
い
る
。
冬
の
銀
世

界
で
は
赤
茶
の
瓦
が
映
え

る
。

11

秦
記
念
館

　

石
垣
と
板
張
り
壁
で
つ

く
ら
れ
た
長
屋
門
は
、
益

田
の
中
で
も
数
少
な
い
景

観
で
あ
る
。

12

ほ
の
ぼ
の

      

ハ
ウ
ス
み
と

　

外
観
は
、
中
央
に
モ
ル

タ
ル
塗
り
の
玄
関
、
両
翼

に
下
見
板
張
り
の
水
色
掛

か
っ
た
壁
面
を
も
つ
、
左

右
対
称
の
構
成
を
し
て
い

る
。
洋
風
で
モ
ダ
ン
な
細

部
と
赤
瓦
の
小
さ
な
屋
根

が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。

９

12

９

13

グ
ラ
ン
ト
ワ

　

屋
根
と
外
壁
を
覆
う
二

十
八
万
枚
の
赤
瓦
は
、
天

候
や
時
間
に
よ
っ
て
様
々

な
表
情
を
見
せ
る
。
光
の

角
度
に
よ
っ
て
は
金
色
に

輝
き
、
青
空
が
広
が
れ
ば

薄
い
青
色
に
変
わ
る
。

13

11

１３ ２

５

４

安
富
橋

　

赤
い
橋
は
華
美
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
が
、
安
富
橋

の
赤
は
存
在
感
を
主

張
し
な
が
ら
も
周
囲

の
景
観
に
溶
け
込
ん

で
い
る
。

４

６

市
民
学
習

　
　
セ
ン
タ
ー

　

屋
根
全
体
が
赤
瓦
で
あ

る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

周
辺
の
景
観
を
崩
す
こ
と

な
く
、
白
壁
と
赤
瓦
屋
根

の
調
和
が
上
手
く
と
れ
た

建
物
で
あ
る
。

６

７　

県
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
風
格
の
あ

る
医
光
寺
総
門
。

屋
根
の
中
央
部
分

よ
り
、
左
右
が
一

段
下
が
っ
た
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

医
光
寺
総
門

10

旧
中
原
酒
造

　

格
子
窓
の
素
材
、
漆
喰

の
壁
面
、
瓦
屋
根
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
調
和
が
こ
の
建

物
の
魅
力
で
あ
る
。
か
つ

て
の
ま
ち
な
み
を
思
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る
価
値
あ

る
建
築
で
あ
る
。

10

７８

８　

医
光
寺
総
門
を

く
ぐ
っ
て
中
へ
進

む
と
趣
き
の
あ
る

本
堂
が
ど
っ
し
り

と
構
え
て
い
る
。

医
光
寺



代
表
者
　
東
仙
道
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
長
　
野
村
達
也
　
氏

【
や
る
気
会
】

号予告次
秋号

　次号は、日常的に様々な人々が利用し、
多くの人の目に触れる道路や河川等の公
共施設について取り上げる予定です。公
共施設は、建築物や広告物等とともに、
景観を構成する重要な要素の一つです。

▲クリスマスツリー

▲一夜城

　

良
い
景
観
と
は
、
将
来
ず
っ
と
心
に
残
る
景
色
で
す
。
益

田
市
に
は
昔
な
が
ら
の
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
帰
っ
て
き
た
と
き
に
懐
か
し
め
る
よ

う
な
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
つ
山
は
、
名
前
の
と
お
り
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
余
り
の

同
形
・
同
高
の
四
つ
の
山
が
東
西
に
並
ん
だ
も
の
で
、
地
域

の
象
徴
と
し
て
古
く
か
ら
里
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

世
に
山
城
が
あ
っ
た
四
つ
山
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
、
電
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
一
夜
城
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
数
年
前
は
、
四
つ
山
の
中
間
で
竹
を
切
っ
て
山

の
上
ま
で
運
び
、
城
の
枠
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、

安
全
面
を
考
え
直
し
、
鉄
パ
イ
プ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら
帰
っ
て
き
た
人
が
見
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
お
盆
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
月
に
里
帰
り
す
る
人
に
向
け
て
、
巨
大
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
作
製
も
し
て
い
ま
す
。
東
仙
道
小
学
校
に
あ

る
約
二
十
三
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
に
電
球
二
百
個
を

巻
き
つ
け
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
里
帰

り
す
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
も
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
者
　
お
お
つ
か
農
協
組
合
長
　
大
畑
軍
人
　
氏

【
大
塚
緑
の
少
年
団
】

　

中
島
町
大
塚
地
区
で
は
、
約
四
十
年
前
に
松
食
い

虫
の
被
害
を
受
け
て
松
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

松
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
大
塚
緑
の
少

年
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
抵
抗
性
ク

ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
約
二
千
本
植
樹
し
ま
し
た
。
全
て

の
ク
ロ
マ
ツ
に
水
を
与
え
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

毎
年
継
続
し
て
植
樹
す
る
こ
と
で
、
今
で
は
約
一
万

二
千
本
の
松
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
が
育
つ
の
と
並
行
し
て
松
林
の
地
中
に

松
露
（
キ
ノ
コ
）
も
で
き
ま
し
た
。
自
然
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
も
伝
え
、
松
林
の
整
備
を
引
き
継
ぐ
こ

と
で
、
将
来
は
、
松
露
祭
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
幅
広
い
自
然
に
触
れ
て

も
ら
い
、
大
塚
地
区
の
自
然
を
守
っ
て
く
れ
る
後
継

者
を
つ
く
る
た
め
に
、
地
引
網
体
験
学
習
や
海
岸
の

美
化
、
間
伐
材
丸
太
切
り
、
花
壇
整
備
、
ア
ル
ミ
缶

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活

動
を
通
し
て
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流
す
る
機
会
も

増
え
、
地
域
の
ま
と
ま
り
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▲間伐材丸太切りの様子

▲植林の様子

ご自由に

お取りください。
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表紙の写真

　この写真は益田市中垣内町の風景です。中

垣内町には棚田百選に選ばれた綺麗な棚田が

あります。一つ一つの田んぼは小規模ですが、

それらが重なることで美しい棚田景観を創出

しています。また、棚田を見守るように赤瓦

屋根の家が点在しており、自然と調和のとれ

た景観となっています。

　益田市中垣内町

「集落と棚田」

表紙を飾る益田の風景は、近

畿大学都市計画研究室が撮影

したものです。雄大な自然、

赤瓦によってつくられる景観

は私たちに日本の原風景を連

想させてくれます。

特
集

知
り
た
い
！
益
田
市
の
取
り
組
み

　
・
景
観
計
画
作
成
チ
ー
ム
に
つ
い
て

景
観
を
支
え
る
建
造
物

連
載

景
観
を
支
え
る
人
た
ち

　
・
や
る
気
会

　
・
大
塚
緑
の
少
年
団

景
観
塾

　
・
景
観
重
要
建
造
物
と
は

景
観
を
支
え
る
建
造
物


